
Ｄ
Ｘ
は
大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
Ｄ
Ｘ
推
進
室
の
設
置
の
経
緯
、
ま
た
、
そ

の
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
広
が
り
や
働
き
方
改
革
な
ど

を
契
機
に
、
様
々
な
分
野
で
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
当
機
構
で
も
Ｄ

Ｘ
推
進
室
を
設
置
し
、
本
格
的
に
Ｄ
Ｘ
へ
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
で
は
、
診
療
支
援
、
情
報
連
携
、

Ｐ
Ｈ
Ｒ
、
分
析
・
解
析
、
診
断
・
検
査
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
業
務
の
電
子

化
の
観
点
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
化
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
シ
ス
テ
ム
、
事
例
調
査
を
行
い
、
各
病
院

に
も
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門

家
や
先
行
施
設
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
意
識
醸
成
や

知
識
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
機
構
で
は
こ
れ
に
先
立
ち
、

２
０
１
７
年
８
月
か
ら
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最

適
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
５
～
７
年
サ
イ
ク
ル
で
求
め
ら
れ
る
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
の
莫
大
な
コ
ス

ト
の
削
減
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
同
時

４病院の更なるデータ連携実現を目指し、
情報統合基盤を構築してデータを標準化。
医療DX推進に向け大きな一歩を踏み出す

“市民の生命と健康を守る” という理念の下、
2009年に設立した地方独立行政法人 神戸市民病院機構。
2017年には4病院体制となり、それぞれの医療機関の
特徴を生かした地域医療を展開している。
2023年、4 病院の情報システム上の
診療・医事会計データ等を標準化して保存するための
情報統合基盤を構築した。神戸市民病院機構の現況と、
情報統合基盤構築のためのプロジェクトの
具体的内容及び今後の展望について、
神戸市民病院機構 理事 兼 法人部長でDX推進室長の
志水達也氏をはじめ、現場の方々に話を聞いた。

神戸市民病院機構
地方独立行政法人

な
利
点
と
な
る
よ
う
に
、
当
機
構
は
地
域
に
根

ざ
し
た
医
療
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供
の

た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
神
戸
市
に
お
け
る
医
療
の
課
題
と
、
そ
れ

に
対
す
る
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
３
年
春
ま
で
は
、
全
国
的
に
吹
き
荒

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

当
機
構
で
は
、
市
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
の
３

割
を
治
療
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
５
月
か

ら
感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が
５
類
に
な
り
ま

し
た
が
、
２
０
２
３
年
夏
に
は
感
染
者
が
増
加

し
た
時
期
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

感
染
症
対
策
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
機
構
が
力
を
入
れ
て
き
て
い
る
急

性
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
通
常
診
療
を
制
限
し
た
面
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
急
性
期
医
療
と
コ
ロ
ナ
対

応
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
も
当
機
構
の
課
題
に
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
医
師
の
働
き
方

改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
も

重
要
と
な
り
ま
す
。
24
時
間
３
６
５
日
、
市
民

の
生
命
と
健
康
を
守
り
続
け
る
病
院
で
あ
り
続

け
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
の
健
康
を
守

る
、
家
庭
・
家
族
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
難

し
い
方
程
式
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
難
し
い
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

―
―
神
戸
市
民
病
院
機
構
の
沿
革
か
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

神
戸
市
民
病
院
機
構
は
、
神
戸
市
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

２
０
０
９
年
に
地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て
中

央
市
民
病
院
及
び
西
市
民
病
院
の
２
病
院
で
運

営
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
、

西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
神
戸
ア
イ
セ
ン

タ
ー
病
院
を
加
え
て
、
現
在
、
４
病
院
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
病
院
は
取
り
巻
く
環
境
や
特
徴
が
異
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
が
大
き

1967 年生まれ。1990 年神戸市
入職。2014 年企画調整局デザイ
ン都市推進室長、2017年経済観
光局経済部長、2019年教育委員
会事務局総務部長、2020 年神
戸市西区長、2023年より現職。

地
方
独
立
行
政
法
人 

神
戸
市
民
病
院
機
構

理
事 

兼 

法
人
本
部
長
／

法
人
本
部
Ｄ
Ｘ
推
進
室
長

志
水
達
也
氏
に
聞
く

志水達也（しみず・たつや）氏
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Ｄ
Ｘ
は
大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
Ｄ
Ｘ
推
進
室
の
設
置
の
経
緯
、
ま
た
、
そ

の
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
広
が
り
や
働
き
方
改
革
な
ど

を
契
機
に
、
様
々
な
分
野
で
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
当
機
構
で
も
Ｄ

Ｘ
推
進
室
を
設
置
し
、
本
格
的
に
Ｄ
Ｘ
へ
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
で
は
、
診
療
支
援
、
情
報
連
携
、

Ｐ
Ｈ
Ｒ
、
分
析
・
解
析
、
診
断
・
検
査
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
業
務
の
電
子

に
蓄
積
さ
れ
た
医
療
情
報

の
有
効
活
用
に
よ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
業

務
効
率
化
、
当
機
構
外
の

医
療
機
関
等
と
の
連
携
強

化
及
び
他
の
医
療
施
設
と

の
連
携
、
医
療
従
事
者
の

負
担
軽
減
、
経
営
へ
の
貢

献
、
新
技
術
へ
の
効
率
的

な
対
応
に
向
け
た
基
盤
整

備
な
ど
を
実
現
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
事
業

が
先
行
し
、
そ
の
後
、
Ｄ

Ｘ
へ
の
取
り
組
み
を
加
え

た
形
で
、
現
在
、
事
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
統
合
基
盤
構
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最

化
の
観
点
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
化
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
シ
ス
テ
ム
、
事
例
調
査
を
行
い
、
各
病
院

に
も
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門

家
や
先
行
施
設
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
意
識
醸
成
や

知
識
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
機
構
で
は
こ
れ
に
先
立
ち
、

２
０
１
７
年
８
月
か
ら
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最

適
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
５
～
７
年
サ
イ
ク
ル
で
求
め
ら
れ
る
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
の
莫
大
な
コ
ス

ト
の
削
減
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
同
時

適
化
事
業
は
、
①
各
病
院
で
独
自
に
発
番
、
運

用
し
て
き
た
患
者
Ｉ
Ｄ
を
紐
づ
け
る
共
通
Ｉ
Ｄ

の
創
設
、
②
電
子
カ
ル
テ
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

４
病
院
間
で
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
③

電
子
カ
ル
テ
や
医
事
会
計
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
か

ら
デ
ー
タ
を
取
り
出
し
て
集
約
す
る
情
報
統
合

基
盤
の
構
築
、
④
画
像
デ
ー
タ
を
短
期
と
長
期

に
分
類
し
、
長
期
保
存
デ
ー
タ
を
機
構
全
体
で

な
利
点
と
な
る
よ
う
に
、
当
機
構
は
地
域
に
根

ざ
し
た
医
療
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供
の

た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
神
戸
市
に
お
け
る
医
療
の
課
題
と
、
そ
れ

に
対
す
る
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
３
年
春
ま
で
は
、
全
国
的
に
吹
き
荒

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

当
機
構
で
は
、
市
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
の
３

割
を
治
療
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
５
月
か

ら
感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が
５
類
に
な
り
ま

し
た
が
、
２
０
２
３
年
夏
に
は
感
染
者
が
増
加

し
た
時
期
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

感
染
症
対
策
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
機
構
が
力
を
入
れ
て
き
て
い
る
急

性
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
通
常
診
療
を
制
限
し
た
面
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
急
性
期
医
療
と
コ
ロ
ナ
対

応
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
も
当
機
構
の
課
題
に
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
医
師
の
働
き
方

改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
も

重
要
と
な
り
ま
す
。
24
時
間
３
６
５
日
、
市
民

の
生
命
と
健
康
を
守
り
続
け
る
病
院
で
あ
り
続

け
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
の
健
康
を
守

る
、
家
庭
・
家
族
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
難

し
い
方
程
式
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
難
し
い
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

―
―
神
戸
市
民
病
院
機
構
の
沿
革
か
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

神
戸
市
民
病
院
機
構
は
、
神
戸
市
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

２
０
０
９
年
に
地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て
中

央
市
民
病
院
及
び
西
市
民
病
院
の
２
病
院
で
運

営
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
、

西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
神
戸
ア
イ
セ
ン

タ
ー
病
院
を
加
え
て
、
現
在
、
４
病
院
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
病
院
は
取
り
巻
く
環
境
や
特
徴
が
異
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
が
大
き

集
約
管
理
す
る
共
同
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
構
築
、
の
大

き
く
４
ス
テ
ッ
プ
を
計
画
し
て
お
り
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
情
報
統
合
基
盤
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
こ
の
う
ち
の
３
段
階
目
に
当
た
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
の
職
員
や
シ
ス
テ
ム
構
築
を
担

当
し
た
ベ
ン
ダ
ー
ら
の
尽
力
も
あ
っ
て
、

２
０
２
３
年
10
月
に
同
基
盤
の
構
築
を
実
現
で

き
ま
し
た
。
同
基
盤
で
は
現
在
、デ
ー
タ
を
日
々

神戸市立医療センター中央市民病院は 1924 年の開設以来、
神戸市の基幹病院として高度で総合的な医療を提供するととも
に、救急救命センターを持つ最先端の医療を担う総合病院で
ある。同院は、厚生労働省による救命救急センター評価で９年
連続全国第１位となるなど、高い実績を有しており、臨床研究
や研究開発にも積極的に取り組むことで、神戸市民により質の
高い医療の安定的な提供を実現している。

神戸市立医療センター西市民病院は1970 年に開設。以来、
市街地西部地域の中核病院として、救急医療、認知症疾患対
策などの不採算医療に積極的に取り組み、高齢化が進む地域
に必要な診療体制の強化を図ってきた。1995 年の阪神淡路大
震災では本館全壊という甚大な被害を受けながらも2000 年に
再建して診療を再開。同院では今後も近未来の都市型医療の
あるべき姿を実証できるような先進的な病院を目指すとしている。

神戸市立西神戸医療センターは、1994 年に開設。神戸市民
病院機構の一員となった2017 年以来、救急科の新設と小児
救急の受け入れに引き続き、2022 年４月に救急外来の全面改
修工事を実施。感染症に対応可能な個室の増室、CT装置
の併設などを行うなど、神戸西地域の中核病院として救急医
療、高度専門医療、周産期および小児医療、結核医療など
地域住民のための医療を安定的かつ持続的に提供している。

神戸市立神戸アイセンター病院は、2017 年に神戸市立医療セ
ンター中央市民病院眼科と先端医療センター病院眼科を統合
し眼科専門病院としてオープンした。同院では、神戸市の基
幹病院として眼科地域医療の中核を担って最先端の眼科高度
医療を提供するだけでなく、理化学研究所と共同で行っている
iPS 細胞治療の臨床応用などの新しい眼科診断や治療の開発
の推進などの事業にも取り組んでいる。

神戸市立医療センター中央市民病院

神戸市立医療センター西市民病院

神戸市立西神戸医療センター

神戸市立神戸アイセンター病院

神戸市民病院機構

同機構では、診療支援、情報連携、PHR、分析・解析、診断・検査、セキュリティ基盤、インフラ整備（診療
の効率化・医療安全、患者サービス）、業務の電子化のそれぞれの観点からどのようなIT化が考えられるかを
2021 年 3月に整理し、DX事業のイメージを可視化した。
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り
組
む
項
目
と
、
規
模
も
役
割
も
経
営
状
況
も

異
な
る
こ
と
か
ら
病
院
ご
と
で
取
り
組
ま
ざ
る

を
得
な
い
項
目
と
に
大
き
く
分
け
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
は
、
本
部
主
体
事
業
に
つ
い
て

は
当
然
中
心
と
な
っ
て
事
業
推
進
を
担
い
ま
す

が
、
病
院
主
体
事
業
に
対
し
て
も
様
々
な
形
で

支
援
す
る
と
と
も
に
、
病
院
間
の
横
展
開
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
」

　

本
部
主
体
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
室

課
長
補
佐
で
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
情
報
企
画
課
担
当
課
長
を
兼
務
す
る

菊
畑
興
平
氏
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
本
部
主
体
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
、
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム

の
更
新
や
申
請
シ
ス
テ
ム
、
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
す
。

　

一
方
、
病
院
主
体
事
業
と
し
て
は
、
一
例
と

し
て
中
央
市
民
病
院
で
実
施
し
た
６
０
０
台
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
導
入
や
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入
、
院
外
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
参
照
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
直
近
で
は
２
０
２
３
年
10
月

に
病
床
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
西

市
民
病
院
や
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
診

療
費
後
払
い
シ
ス
テ
ム
や
音
声
入
力
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
も
行
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、同
機
構
で
は
、２
０
２
１
年
９
月
か
ら
、

各
施
設
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術
の
積
極
的

活
用
に
よ
る
働
き
方
改
革
や
業
務
効
率
化
、
患

者
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
能
の
向
上
、
経
営
基
盤

　

神
戸
市
民
病
院
機
構
で
は
、
先
述
の
と
お
り

２
０
２
２
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を
設
立
し
た
。
Ｄ

Ｘ
推
進
室
に
は
法
人
本
部
の
ス
タ
ッ
フ
以
外
に

も
、
各
病
院
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
者
が

同
推
進
室
ス
タ
ッ
フ
を
兼
務
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
設
立
時
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
専
門
官

と
し
て
同
推
進
室
に
参
加
し
た
神
戸
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
（
以
下
、
中
央
市
民

病
院
）
耳
鼻
咽
喉
科
参
事
の
藤
原
敬
三
氏
は
、

同
病
院
に
20
年
在
籍
し
、
医
療
情
報
部
で
電
子

カ
ル
テ
導
入
及
び
更
新
に
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
実
績
を
持
つ
。
藤
原
氏
は
、
神
戸
市
民
病
院

機
構
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
部

が
機
構
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
、
仕
組
み
と
し
て
取

1971 年大阪府生まれ。1995 年京都大学医学部卒。
京都大学医学部附属病院耳鼻咽喉科、浜松労災病
院耳鼻咽喉科を経て2000 年より神戸市立中央市民
病院耳鼻咽喉科勤務、2009年同院耳鼻咽喉科医長。
2022 年より同院耳鼻咽喉科参事、神戸市民病院機
構法人本部DX推進室医療DX専門官兼務。

藤原敬三（ふじわら・けいぞう）氏

地
方
独
立
行
政
法
人 

神
戸
市
民
病
院
機
構

法
人
本
部
Ｄ
Ｘ
推
進
室

藤
原
敬
三
氏
に
聞
く

■

地
方
独
立
行
政
法
人 

神
戸
市
民
病
院
機
構

異
な
る
電
子
カ
ル
テ
・
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
を
繋
ぐ
情
報
統
合
基
盤
を
構
築

診
療
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
分
析
・
活
用
な
ど
、様
々
な
用
途
で
の
利
用
を
目
指
す

情報統合基盤の概念図

医療情報システム最適化事業の概念図

神戸市民病院機構では2017 年から医療情報システム最適化事業を進めている。同
事業は、①共通の患者ＩＤの創設、②４病院間を繋ぐネットワークの構築、③情報統
合基盤の構築、④４病院の共同ＰＡＣＳの構築、の大きく４ステップを計画している。

の
強
化
に
つ
な
が
る
事
業
へ
の
投
資
案
を
求
め
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
３
ヵ
年
計
画
で
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
て
い
る
と
菊
畑
氏
は
話
す
。

「
２
０
２
３
年
度
は
３
ヵ
年
目
に
当
た
り
、
計
画

の
上
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
現
在
、
人
事

給
与
シ
ス
テ
ム
や
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
よ
う
や
く
入
札
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

各
病
院
も
導
入
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
活
用

し
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
、

と
い
っ
た
段
階
で
す
」

　

神
戸
市
民
病
院
機
構
で
は
、
先
述
の
と
お
り
、

２
０
１
７
年
か
ら
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化

事
業
に
取
り
組
み
、
２
０
２
３
年
10
月
、
そ
の

３
段
階
目
に
当
た
る
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
情
報

統
合
基
盤
の
構
築
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
背
景
と
概
要
を
、

Ｄ
Ｘ
推
進
室
担
当
係
長
の
大
塚
博
幸
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
当
機
構
は
、
現
在
４
つ
の
医
療
施
設
を
有
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
４
施
設
の
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
更
新
に
つ
い
て
は
、
各
々
規
模

や
医
療
機
能
、
地
域
に
於
け
る
役
割
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
各
施
設
が
独
自
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
５
～
７
年
ご
と
に
求

め
ら
れ
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
は
多

大
な
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
し
、
公
的
病
院

で
あ
る
が
故
に
原
則
競
争
入
札
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
札
の
結
果
、
ベ
ン
ダ
を
変
更
し
て
の
シ

ス
テ
ム
更
新
も
あ
り
得
、
そ
の
場
合
は
シ
ス
テ

ム
運
用
も
含
め
て
職
員
に
か
な
り
の
負
担
を
強

な
ど
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
か
ら
デ
ー

タ
を
取
り
出
す
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
に
は
費
用
も
手
間
も
相
当
か
か
り
ま

す
し
、
取
り
出
し
た
デ
ー
タ
が
本
当
に
求
め
て

い
た
も
の
か
の
確
認
も
難
し
く
、
加
え
て
、
項

目
を
追
加
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
な
ど
自

由
度
の
面
で
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
情
報
統
合
基
盤
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
末

端
ユ
ー
ザ
ー
で
も
扱
う
こ
と
が
可
能
な
デ
ー
タ

形
式
に
変
換
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
が

欲
し
い
時
に
欲
し
い
デ
ー
タ
を
自
由
に
取
り
出

し
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際
、
必
ず
問
題
と

な
る
デ
ー
タ
移
行
も
、
原
本
性
と
い
う
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
統
合
基
盤
上
に
標
準
形
式

で
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
、
新
旧
シ

ス
テ
ム
間
で
デ
ー
タ
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、

情
報
統
合
基
盤
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

デ
ー
タ
移
行
に
関
す
る
手
間
や
コ
ス
ト
を
大
幅

に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

情
報
統
合
基
盤
は
本
来
、
２
０
２
２
年
度
に

導
入
予
定
で
あ
っ
た
が
、
先
述
の
と
お
り
、
実

際
の
導
入
は
２
０
２
３
年
10
月
に
な
っ
た
。
約

半
年
の
遅
延
の
理
由
を
大
塚
氏
は
明
か
す
。

「
導
入
が
約
半
年
遅
れ
と
な
っ
た
要
因
は
様
々
で

す
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
、
情
報
統
合
基
盤

の
イ
メ
ー
ジ
が
掴
み
難
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
初
、『
情
報
統
合
基
盤
』

で
は
な
く
『
４
病
院
共
同
Ｄ
Ｗ
Ｈ
』
と
い
う
名

称
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
の
Ｄ
Ｗ
Ｈ

と
何
が
違
う
の
か
、
こ
れ
を
使
っ
て
何
が
で
き

収
集
し
て
お
り
、
今
後
の
利
活
用
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
情
報
統
合
基
盤
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
の
今
後

の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

情
報
統
合
基
盤
の
構
築
に
よ
っ
て
、
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
を
集
約
、
管
理
で
き
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
情
報
は
、
こ
の
２
つ
だ
け
で
成

り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
部
門

シ
ス
テ
ム
に
重
要
な
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

に
つ
い
て
も
集
約
し
な
け
れ
ば
、
よ
り
よ
い
利

活
用
は
進
み
ま
せ
ん
。
現
在
、
中
央
市
民
病
院

に
お
い
て
は
、
手
術
部
門
シ
ス
テ
ム
、
病
理
検

査
シ
ス
テ
ム
、
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
を
接
続

し
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

情
報
統
合
基
盤
を
が
ん
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
位
置
づ
け
、
が
ん
登
録
や
臨
床
研
究
に
生

か
す
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
病
院
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
、

医
事
会
計
の
デ
ー
タ
を
全
て
情
報
統
合
基
盤
に

保
存
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
災
害
時
や
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
際
に
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー

タ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
参
照
用
の
ビ
ュ
ー
ア

導
入
も
計
画
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
同
じ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
に
あ
れ
ば
感
染
の
リ
ス
ク
も
高
ま

り
ま
す
の
で
、
オ
フ
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
ク
ラ
ウ

ド
上
に
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
よ
う
な
対
策
は
必

要
で
す
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
て
も
有
効
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
他
に
も
考
え
ら
れ
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

将
来
的
に
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
Ｐ
Ｈ
Ｒ
や

地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
お
い
て
も
、

各
病
院
か
ら
個
別
に
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の
で

は
な
く
、
情
報
統
合
基
盤
か
ら
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
は
か
な
り
抑
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
は
単
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
完
成
で
は

な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
業
務
を
大
き
く
変
革
す

る
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。
当
機
構
に
は
、
神

戸
市
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
、
今
後

は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
職
員
が
働
き
や

す
い
環
境
整
備
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
基

盤
は
整
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
如
何
に
生
か

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

（    ）10新　医　療　2024年1月号

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

石
井

2

P02F1

2023

2024_CS01_2.indd   102024_CS01_2.indd   10 2023/12/14   18:292023/12/14   18:29

り
組
む
項
目
と
、
規
模
も
役
割
も
経
営
状
況
も

異
な
る
こ
と
か
ら
病
院
ご
と
で
取
り
組
ま
ざ
る

を
得
な
い
項
目
と
に
大
き
く
分
け
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
は
、
本
部
主
体
事
業
に
つ
い
て

は
当
然
中
心
と
な
っ
て
事
業
推
進
を
担
い
ま
す

が
、
病
院
主
体
事
業
に
対
し
て
も
様
々
な
形
で

支
援
す
る
と
と
も
に
、
病
院
間
の
横
展
開
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
」

　

本
部
主
体
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
室

課
長
補
佐
で
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
情
報
企
画
課
担
当
課
長
を
兼
務
す
る

菊
畑
興
平
氏
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
本
部
主
体
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
、
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム

の
更
新
や
申
請
シ
ス
テ
ム
、
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
す
。

　

一
方
、
病
院
主
体
事
業
と
し
て
は
、
一
例
と

し
て
中
央
市
民
病
院
で
実
施
し
た
６
０
０
台
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
導
入
や
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入
、
院
外
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
参
照
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
直
近
で
は
２
０
２
３
年
10
月

に
病
床
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
西

市
民
病
院
や
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
診

療
費
後
払
い
シ
ス
テ
ム
や
音
声
入
力
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
も
行
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、同
機
構
で
は
、２
０
２
１
年
９
月
か
ら
、

各
施
設
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術
の
積
極
的

活
用
に
よ
る
働
き
方
改
革
や
業
務
効
率
化
、
患

者
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
能
の
向
上
、
経
営
基
盤

　

神
戸
市
民
病
院
機
構
で
は
、
先
述
の
と
お
り

２
０
２
２
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を
設
立
し
た
。
Ｄ

Ｘ
推
進
室
に
は
法
人
本
部
の
ス
タ
ッ
フ
以
外
に

も
、
各
病
院
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
者
が

同
推
進
室
ス
タ
ッ
フ
を
兼
務
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
室
設
立
時
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
専
門
官

と
し
て
同
推
進
室
に
参
加
し
た
神
戸
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
（
以
下
、
中
央
市
民

病
院
）
耳
鼻
咽
喉
科
参
事
の
藤
原
敬
三
氏
は
、

同
病
院
に
20
年
在
籍
し
、
医
療
情
報
部
で
電
子

カ
ル
テ
導
入
及
び
更
新
に
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
実
績
を
持
つ
。
藤
原
氏
は
、
神
戸
市
民
病
院

機
構
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
部

が
機
構
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
、
仕
組
み
と
し
て
取

1978 年岡山県生まれ。2002 年財団法人神
戸市地域医療振興財団西神戸医療センター
入職。2017 年神戸市民病院機構神戸市立
西神戸医療センター総務課担当係長、2018
年同センター医事課医事係長。2020 年神戸
市民病院機構法人本部経営企画室企画財務
課経営係長、2023 年より現職。

菊畑興平（きくはた・こうへい）氏

情報統合基盤の概念図
各システム同士を直接接続するので
はなく、統合基盤となるデータベー
スを構築して、これと各システムを繋
ぐシンプルな構造にする。また、デー
タは標準形式で保存する。

い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
薬
剤
購
入
な
ど
は
４
病
院
を
有
す
る

と
い
う
規
模
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
共
同

購
入
に
よ
り
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

４
病
院
を
有
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
４
施
設
間
の
情
報
連

携
も
大
き
な
課
題
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
的

に
検
討
す
る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
夏
か
ら
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
。
志
水
室
長
が
述
べ
た
よ
う
に
、
情

報
統
合
基
盤
は
こ
の
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
３

段
階
目
に
当
た
り
ま
す
」

　

次
い
で
、
情
報
統
合
基
盤
構
築
の
意
義
を
説

明
す
る
。

「
情
報
統
合
基
盤
は
、
も
ち
ろ
ん
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
全
て
の
デ
ー
タ

を
収
集
し
て
保
存
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
際
、

デ
ー
タ
は
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
や
Ｓ
Ｄ
Ｍ
な
ど
の
標
準
形

式
に
変
換
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

従
来
、
こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
上
の
デ
ー
タ
を
利

活
用
す
る
た
め
に
は
、
各
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
に

相
談
し
て
取
り
出
し
て
も
ら
う
か
、
あ
る
い
は

専
門
知
識
の
あ
る
情
報
担
当
部
署
に
依
頼
し
、

Ｓ
Ｑ
Ｌ
（Structured Q

uery Language

）

の
強
化
に
つ
な
が
る
事
業
へ
の
投
資
案
を
求
め
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
３
ヵ
年
計
画
で
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
て
い
る
と
菊
畑
氏
は
話
す
。

「
２
０
２
３
年
度
は
３
ヵ
年
目
に
当
た
り
、
計
画

の
上
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
現
在
、
人
事

給
与
シ
ス
テ
ム
や
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
よ
う
や
く
入
札
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

各
病
院
も
導
入
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
活
用

し
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
、

と
い
っ
た
段
階
で
す
」

　

神
戸
市
民
病
院
機
構
で
は
、
先
述
の
と
お
り
、

２
０
１
７
年
か
ら
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化

事
業
に
取
り
組
み
、
２
０
２
３
年
10
月
、
そ
の

３
段
階
目
に
当
た
る
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
情
報

統
合
基
盤
の
構
築
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
背
景
と
概
要
を
、

Ｄ
Ｘ
推
進
室
担
当
係
長
の
大
塚
博
幸
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
当
機
構
は
、
現
在
４
つ
の
医
療
施
設
を
有
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
４
施
設
の
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
更
新
に
つ
い
て
は
、
各
々
規
模

や
医
療
機
能
、
地
域
に
於
け
る
役
割
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
各
施
設
が
独
自
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
５
～
７
年
ご
と
に
求

め
ら
れ
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
は
多

大
な
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
し
、
公
的
病
院

で
あ
る
が
故
に
原
則
競
争
入
札
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
札
の
結
果
、
ベ
ン
ダ
を
変
更
し
て
の
シ

ス
テ
ム
更
新
も
あ
り
得
、
そ
の
場
合
は
シ
ス
テ

ム
運
用
も
含
め
て
職
員
に
か
な
り
の
負
担
を
強

な
ど
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
か
ら
デ
ー

タ
を
取
り
出
す
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
に
は
費
用
も
手
間
も
相
当
か
か
り
ま

す
し
、
取
り
出
し
た
デ
ー
タ
が
本
当
に
求
め
て

い
た
も
の
か
の
確
認
も
難
し
く
、
加
え
て
、
項

目
を
追
加
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
な
ど
自

由
度
の
面
で
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
情
報
統
合
基
盤
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
末

端
ユ
ー
ザ
ー
で
も
扱
う
こ
と
が
可
能
な
デ
ー
タ

形
式
に
変
換
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
が

欲
し
い
時
に
欲
し
い
デ
ー
タ
を
自
由
に
取
り
出

し
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際
、
必
ず
問
題
と

な
る
デ
ー
タ
移
行
も
、
原
本
性
と
い
う
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
統
合
基
盤
上
に
標
準
形
式

で
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
、
新
旧
シ

ス
テ
ム
間
で
デ
ー
タ
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、

情
報
統
合
基
盤
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

デ
ー
タ
移
行
に
関
す
る
手
間
や
コ
ス
ト
を
大
幅

に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

情
報
統
合
基
盤
は
本
来
、
２
０
２
２
年
度
に

導
入
予
定
で
あ
っ
た
が
、
先
述
の
と
お
り
、
実

際
の
導
入
は
２
０
２
３
年
10
月
に
な
っ
た
。
約

半
年
の
遅
延
の
理
由
を
大
塚
氏
は
明
か
す
。

「
導
入
が
約
半
年
遅
れ
と
な
っ
た
要
因
は
様
々
で

す
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
、
情
報
統
合
基
盤

の
イ
メ
ー
ジ
が
掴
み
難
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
初
、『
情
報
統
合
基
盤
』

で
は
な
く
『
４
病
院
共
同
Ｄ
Ｗ
Ｈ
』
と
い
う
名

称
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
の
Ｄ
Ｗ
Ｈ

と
何
が
違
う
の
か
、
こ
れ
を
使
っ
て
何
が
で
き

収
集
し
て
お
り
、
今
後
の
利
活
用
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
情
報
統
合
基
盤
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
の
今
後

の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

情
報
統
合
基
盤
の
構
築
に
よ
っ
て
、
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
を
集
約
、
管
理
で
き
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
情
報
は
、
こ
の
２
つ
だ
け
で
成

り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
部
門

シ
ス
テ
ム
に
重
要
な
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

に
つ
い
て
も
集
約
し
な
け
れ
ば
、
よ
り
よ
い
利

活
用
は
進
み
ま
せ
ん
。
現
在
、
中
央
市
民
病
院

に
お
い
て
は
、
手
術
部
門
シ
ス
テ
ム
、
病
理
検

査
シ
ス
テ
ム
、
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
を
接
続

し
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

情
報
統
合
基
盤
を
が
ん
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
位
置
づ
け
、
が
ん
登
録
や
臨
床
研
究
に
生

か
す
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
病
院
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
、

医
事
会
計
の
デ
ー
タ
を
全
て
情
報
統
合
基
盤
に

保
存
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
災
害
時
や
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
際
に
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー

タ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
参
照
用
の
ビ
ュ
ー
ア

導
入
も
計
画
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
同
じ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
に
あ
れ
ば
感
染
の
リ
ス
ク
も
高
ま

り
ま
す
の
で
、
オ
フ
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
ク
ラ
ウ

ド
上
に
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
よ
う
な
対
策
は
必

要
で
す
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
て
も
有
効
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
他
に
も
考
え
ら
れ
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

将
来
的
に
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
Ｐ
Ｈ
Ｒ
や

地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
お
い
て
も
、

各
病
院
か
ら
個
別
に
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の
で

は
な
く
、
情
報
統
合
基
盤
か
ら
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
は
か
な
り
抑
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
は
単
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
完
成
で
は

な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
業
務
を
大
き
く
変
革
す

る
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。
当
機
構
に
は
、
神

戸
市
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
、
今
後

は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
職
員
が
働
き
や

す
い
環
境
整
備
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
基

盤
は
整
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
如
何
に
生
か

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
事
業
―

各
種
デ
ー
タ
の
標
準
化
を
推
進

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
情
報
統
合
基
盤
①

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
獲
得
に
苦
労
す
る
も
の
の

約
半
年
の
短
期
間
で
情
報
統
合
基
盤
を
構
築

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
情
報
統
合
基
盤
②
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医療情報システム情報統合基盤中央市民病院
電子カルテシステム（EGMAIN-GX）
医事会計システム（HOPE/X-Win）
手術部門システム（Philips）
放射線治療システム（エレクタ）
病理部門システム（シスメックスCNA）
聴力検査システム（リオン）

統計解析ツール
「DWH製品」
中央市民およびアイセンター

西市民および西神戸

西市民病院
電子カルテシステム（MegaOak/HR）
医事会計システム（MegaOak/IBARSⅢ）

西神戸医療センター
電子カルテシステム（MegaOak/HR）
医事会計システム（MegaOak/IBARSⅢ）

アイセンター
電子カルテシステム（EGMAIN-LX）
医事会計システム（HOPE/SX-S）

医用工学研究所
「CLISTA!」

JUST SYSTEMS
「JUST DWH」

BIツール
病院機構および４病院

「Tableau」

統合DB

中央市民 西市民

西神戸 アイセンター

患者ID
紐づけ情報

or

患者ID統合システム
ぴっどりんく（SBS社）

る
の
か
、
と
い
っ
た
情
報
統
合
基
盤
の
メ
リ
ッ

ト
が
十
分
伝
わ
ら
ず
、
反
発
の
声
が
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
我
々
が
考
え
て
い
た
も
の
は
、
従

来
の
Ｄ
Ｗ
Ｈ
と
は
異
な
り
、
電
子
カ
ル
テ
や
医

事
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
デ
ー
タ
を
全
て
標
準

的
な
形
式
に
変
換
し
て
保
存
し
、
そ
の
後
ユ
ー

ザ
ー
自
ら
が
自
由
に
取
り
扱
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
情
報
基
盤
で
す
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
情
報
統
合
基
盤
を
構
築
・

利
活
用
し
て
い
る
施
設
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
、解
説
頂
く
等
し
て
、具
体
的
な
活
用
イ
メ
ー

ジ
を
機
構
内
で
共
有
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
２
０
２
３
年
３
月
末

に
ベ
ン
ダ
と
情
報
統
合
基
盤
構
築
の
契
約
を
締

結
し
、
10
月
に
は
稼
働
さ
せ
る
と
い
う
短
期
間

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
が
ら
、
無
事
に
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

同
機
構
が
情
報
統
合
基
盤
を
構
築
す
る
の
に

採
用
し
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
統

合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「IRIS for H

ealth

」

で
あ
る
。
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
選
定
に
つ

い
て
、
大
塚
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
事
前
に
リ
サ
ー
チ
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
統
合
を
行
う
た

め
に
情
報
統
合
基
盤
を
構
築
し
て
い
る
他
施
設

で
は
、『IRIS for H

ealth

』
を
導
入
、
運
用
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
こ
で
、

他
施
設
の
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
聴
く
な
ど
し

て
丹
念
な
情
報
収
集
を
行
い
、『IRIS for 

H
ealth

』
を
用
い
れ
ば
、
当
機
構
で
も
情
報
基

盤
の
構
築
が
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
入
札
を
経
て
導
入
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

先
述
の
と
お
り
、
契
約
か
ら
稼
働
ま
で
約
半

年
と
い
う
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、

構
築
ベ
ン
ダ
各
社
、
特
にSier

の
イ
ン
テ
ッ
ク

に
は
か
な
り
頑
張
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
接
続
元

ベ
ン
ダ
に
も
デ
ー
タ
定
義
書
の
公
開
な
ど
協
力

い
た
だ
き
、
期
限
内
に
構
築
で
き
た
こ
と
に
つ

い
て
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

情
報
統
合
基
盤
運
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
前

出
の
藤
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

「
今
回
の
情
報
統
合
基
盤
で
は
、
標
準
形
式
で
の

保
存
に
拘
り
、
ベ
ン
ダ
固
有
の
形
式
に
よ
る
保

存
は
原
則
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

情
報
統
合
基
盤
は
『IRIS for H
ealth

』
で

構
築
し
ま
し
た
が
、
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内

の
デ
ー
タ
を
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
す
ぐ
に
理
解
す

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
情
報
統
合
基
盤

活
用
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
医
療
用
Ｄ
Ｗ

Ｈ『CLIST
A

!

』と『JU
ST

 D
W

H

』、Ｂ
Ｉ
ツ
ー

ル
『T

ableau

』
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
ツ
ー
ル
は
全
国
的
な
導
入
実
績
か
ら
見
て
も

非
常
に
人
気
が
あ
り
、
か
つ
信
頼
性
へ
の
評
価

も
高
く
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
研
修
を

積
め
ば
あ
る
程
度
は
使
い
こ
な
せ
る
と
考
え
導

入
を
図
り
ま
し
た
。
た
だ
、
予
算
上
の
制
約
も

あ
っ
た
の
で
、中
央
市
民
病
院
と
ア
イ
セ
ン
タ
ー

は
『CLIST

A
!

』
を
、
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
、

西
市
民
病
院
に
は
『JU

ST
 D

W
H

』
を
契
約
ラ

イ
セ
ン
ス
数
を
絞
っ
て
の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ま
だ
情
報
統
合
基
盤
の
構
築
が
終

わ
っ
た
ば
か
り
で
、
デ
ー
タ
を
収
集
、
蓄
積
し

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
実
運
用
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
い
か
に
当
機
構
内
の
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に

使
用
し
て
も
ら
う
か
が
一
番
の
課
題
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
研
修
を
い
か
に
有
意
義
に
す
る
か
、

実
際
こ
れ
は
使
え
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
も

ら
え
る
サ
ン
プ
ル
を
ど
の
く
ら
い
示
せ
る
か
が

課
題
で
す
ね
」

　

藤
原
氏
は
、
新
し
い
情
報
統
合
基
盤
に
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。

「
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
も
電
子
カ
ル
テ
画
面
か
ら

各
種
の
診
療
情
報
を
目
視
す
る
こ
と
は
で
き
た

の
で
す
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
上
で
取

得
す
る
の
は
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
索
等
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の

収
集
・
取
得
が
容
易
に
な
る
こ
と
か
ら
、
臨
床

研
究
や
医
師
自
身
の
診
療
デ
ー
タ
の
取
り
纏

め
、
専
門
医
資
格
取
得
の
た
め
の
デ
ー
タ
提
出

等
に
、
大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
は
、
本
来
の
診
療

業
務
と
は
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
業
務
の
効
率
化
へ
の
貢
献
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
」

　

情
報
統
合
基
盤
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、

大
塚
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
抱
負
を
述
べ
る
。

「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
事
業
で
は
、

『
様
々
な
経
営
指
標
を
迅
速
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
帳
票
な
ど
を
作
成
し
業
務
の
効
率
化
を

図
る
。
最
終
的
に
部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
デ
ー

タ
を
収
集
し
臨
床
研
究
に
も
耐
え
う
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
す
る
』
計
画
で
し
た
の
で
、
当
然
こ

の
目
的
達
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

た
だ
、
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
す
る
意
義

を
考
え
る
と
、
デ
ー
タ
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

活
用
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
の
で
、
電
子
カ
ル

テ
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
以
外
の
各
部
門
シ
ス

テ
ム
と
の
接
続
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、情
報
統
合
基
盤
で
は
、

バ
イ
タ
ル
測
定
器
や
検
査
機
器
か
ら
の
デ
ー
タ

収
集
も
技
術
的
に
は
可
能
な
の
で
、
で
き
る
だ

け
多
種
類
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
様
々
な
業
務

及
び
研
究
環
境
に
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き
た
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印
象
を
持
っ
て
も

ら
え
る
サ
ン
プ
ル
を
ど
の
く
ら
い
示
せ
る
か
が

課
題
で
す
ね
」

　

藤
原
氏
は
、
新
し
い
情
報
統
合
基
盤
に
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。

「
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
も
電
子
カ
ル
テ
画
面
か
ら

各
種
の
診
療
情
報
を
目
視
す
る
こ
と
は
で
き
た

の
で
す
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
上
で
取

得
す
る
の
は
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
索
等
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の

収
集
・
取
得
が
容
易
に
な
る
こ
と
か
ら
、
臨
床

研
究
や
医
師
自
身
の
診
療
デ
ー
タ
の
取
り
纏

め
、
専
門
医
資
格
取
得
の
た
め
の
デ
ー
タ
提
出

等
に
、
大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
は
、
本
来
の
診
療

業
務
と
は
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
業
務
の
効
率
化
へ
の
貢
献
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
」

　

情
報
統
合
基
盤
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、

大
塚
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
抱
負
を
述
べ
る
。

「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
事
業
で
は
、

『
様
々
な
経
営
指
標
を
迅
速
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
帳
票
な
ど
を
作
成
し
業
務
の
効
率
化
を

図
る
。
最
終
的
に
部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
デ
ー

タ
を
収
集
し
臨
床
研
究
に
も
耐
え
う
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
す
る
』
計
画
で
し
た
の
で
、
当
然
こ

の
目
的
達
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

た
だ
、
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
す
る
意
義

を
考
え
る
と
、
デ
ー
タ
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

活
用
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
の
で
、
電
子
カ
ル

テ
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
以
外
の
各
部
門
シ
ス

テ
ム
と
の
接
続
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、情
報
統
合
基
盤
で
は
、

バ
イ
タ
ル
測
定
器
や
検
査
機
器
か
ら
の
デ
ー
タ

収
集
も
技
術
的
に
は
可
能
な
の
で
、
で
き
る
だ

け
多
種
類
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
様
々
な
業
務

及
び
研
究
環
境
に
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
電
子
カ
ル
テ
や
医
事
会
計
シ
ス

テ
ム
の
全
て
の
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
い
ま
す
の

で
、
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
に
留
ま
ら
ず
、
緊
急
・

災
害
時
の
参
照
用
カ
ル
テ
と
し
て
も
活
用
で
き

な
い
か
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
加

え
て
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
や
地
域
医
療
連
携
を
通
じ
て
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
間
連
携
の
向
上
に
も
繋

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

情報統合基盤のデータベースからデータ抽出を行う藤原敬三氏。「専門医認
定やNDCへのデータ提出が容易になり、医師の働き方改革にも貢献するの
ではないか」と、同基盤の今後の貢献に期待している。

病
院
経
営
・
臨
床
研
究
への
利
用
に
加
え

災
害
時
や
地
域
連
携
への
活
用
を
模
索
中

情
報
統
合
基
盤
の
活
用

情報統合基盤は現在日時処理でデータを収集しているが、各病院に小システムを置くことでリアルタイムでの収集が可能
になり、迅速な分析が実現できる。将来は、外部のシステムと連携することで、その利用価値は大きく広がると考えている。

将来的な情報統合基盤の拡張イメージ図
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